





















































クローズアップ科学技術領域の抽出と分析の流れを概要図表 1 に示す。 
クローズアップ科学技術領域の基になったのは、2018～2019 年実施のデルファイ調査で選定し
た 702 科学技術トピックである（詳細は NISTEP REPORT No.183 を参照のこと）。このデルファイ調
















1.1 AI 関連技術を活用した科学技術トピックのグループ化（科学技術トピッククラスターの生成） 
以下に、科学技術トピックのグループ化の流れを示す（概要図表 2）。 
 




名詞句の抽出を行った（概要図表 2 の「形態素の抽出」）。 
次に、これらの名詞句に基づいて、科学技術トピックのベクトル化を行った。ここでは、大規模な
データセットを用いて別途算出しておいた 300 次元の単語分散表現（ベクトル）を基に、各トピックの




果として 32 の科学技術トピッククラスターを生成した（概要図表 2 の「クラスタリング」）。 
最後に、上記の結果を可視化した。まず、702 科学技術トピックと 32 科学技術トピッククラスター
のマッピングのために次元圧縮を行った。前述の通り科学技術トピックの特徴量は 300 次元のベクト




















• 非定型, 文章, 会話, 情報, 抽出, 自然言語, 処理, 技術




































要図表 1 の分野別分科会）の座長から構成される専門家会合を開催した（2019 年 2 月 28 日および

















 少なくても 2 分野以上の科学技術トピックを 10 程度以上含み、分野横断・融合のポテンシャ










各クローズアップ科学技術領域に対し、それぞれ領域名を付与し、かつ 1 領域あたり 10 の科学技
術トピックを代表的なトピックとして選定した（一部領域は 5 トピックを選定。以降、領域の主な科学技
















2.1 分野横断・融合のポテンシャルの高い 8 領域 
各領域の名称と概要、領域の基になった科学技術トピッククラスターの特徴を示すワードクラウドを
概要図表 5 に示す。人間・社会あるいは地球・環境に関係する、幅広い社会課題に対応した領域が
抽出されるとともに（領域 1、2 あるいは領域 6、7、8）、共通基盤技術・システムからなる領域が抽出さ












































































2.2 特定分野に軸足を置く 8 領域 
各科学技術領域の名称と概要、領域の基になった科学技術トピッククラスターの特徴を示すワード























































































分野横断・融合のポテンシャルの高い 8 領域とデルファイ調査の 7 分野との関係を分析したところ、
それぞれの領域は複数のデルファイ調査の分野に関わり、特に領域 1「社会・経済の成長と変化に適
応する社会課題解決技術」はデルファイ調査の 5 分野と広範に関わっていた（概要図表 7 のオレンジ
の領域）。 
一方、特定分野に軸足を置く 8 領域とデルファイ調査の 7 分野の関係は、単一あるいは 2 分野の
関わりに留まった（概要図表７のブルーの領域）。 














概要図表 7 分野横断・融合のポテンシャルの高い 8 のクローズアップ科学技術領域、および特定
分野に軸足を置く 8 領域とデルファイ調査の 7 分野との関係 
   
 
4. デルファイ調査結果からみえるクローズアップ科学技術領域の特徴―分野横断・融合のポテン




















向けた科学技術」の 13 年であった（概要図表 9）。 
 





























通に関するヒューマンエラー防止技術」で、それぞれ 4 年、5 年であった。一方、科学技術的な実現
期間が最も長いのは領域 H「宇宙と人類の起源を解く基礎科学」の 11 年で、社会的な実現期間が
最も長いのは領域 C「次世代通信・暗号技術」の 10 年であった（概要図表 12）。 
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